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今
月
の
主
な
紙
面

●第100回通常総会　 1 ～ 4 面

●定期講習会場一覧　 5 面

●工組だより　 7 面

●青年部活動報告　 8 面

新
年
度
事
業
計
画
な
ど
を
承
認

島
根
県

ホーランエンヤホーランエンヤ
　

水
都
・
松
江
の
街
に
響
く
、
男
た
ち
の
力
強
い
「
ホ
ー
オ
オ
エ
ン
ヤ
」

の
掛
け
声
と
共
に
、
煌
び
や
か
に
装
飾
さ
れ
た
、
五
大
地
と
い
わ
れ
る

市
内
5
地
区
の
櫂
伝
馬
船
が
、
大
橋
川
の
水
面
を
進
む
。
大
阪
天
満
宮

『
天
神
祭
』、
広
島
厳
島
神
社
『
管
絃
祭
』
と
並
ぶ
、
日
本
三
大
船
神
事

の
一
つ
『
ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
』
は
、
3
7
0
年
の
歴
史
を
持
ち
10
年
に

一
度
催
さ
れ
る
。
総
指
揮
を
執
る
『
伝
馬
頭
取
』
の
も
と
、
舟
唄
を
唄

い
あ
げ
る
『
音
頭
取
り
』、
水
先
案
内
人
の
『
早
助
（
は
や
す
け
）』、

舵
取
役
の
『
練
櫂
（
ね
り
が
い
）』、そ
し
て
32
名
の
漕
ぎ
手
『
櫂
掻
（
か

い
か
き
）』
が
乗
り
、
一
糸
乱
れ
ぬ
櫂
さ
ば
き
で
船
を
操
る
。

　

船
の
舳
先
と
艫
で
は
、歌
舞
伎
風
の
装
束
と
化
粧
を
し
た
勇
壮
な『
剣

櫂
（
け
ん
が
い
）』
と
艶
や
か
な
女
姿
の
『
采
振
（
ざ
い
ふ
り
）』
が
、

対
と
な
っ
て
櫂
伝
馬
踊
り
を
舞
う
。お
囃
子
を
務
め
る
烏
帽
子
姿
の『
太

鼓
』、
愛
ら
し
い
笑
顔
の
手
振
り
役
『
招
き
』
も
加
わ
り
、
船
上
は
一

層
華
や
ぐ
。
こ
の
花
形
た
ち
を
担
う
の
は
、
私
が
所
属
す
る
馬
潟
（
ま

か
た
）
地
区
で
は
、
小
中
学
生
の
男
子
で
あ
る
。

　

昨
春
、
私
は
『
櫂
掻
』
と
し
て
、『
采
振
』
と
『
太
鼓
』
を
任
さ
れ

た
二
人
の
息
子
と
祭
り
に
参
加
し
た
。

　

練
習
は
週
3
回
、
半
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
。
息
子
た
ち
に
は
、
歴
代

の
経
験
者
が
〝
師
匠
〞
と
な
り
、
踊
り
や
叩
き
方
を
指
導
す
る
。
正
に

人
か
ら
人
へ
の
口
伝
え
で
あ
る
。
衣
装
や
小
道
具
も
地
区
の
方
々
の
お

世
話
や
家
族
の
手
作
り
で
、
多
く
の
人
が
心
を
尽
く
し
て
祭
り
を
盛
り

立
て
る
。
海
上
練
習
も
あ
り
、
仕
事
や
学
校
と
の
両
立
は
大
変
だ
っ
た

が
、
職
場
の
理
解
や
友
人
、
家
族
の
応
援
が
支
え
に
な
り
、
自
分
の
役

目
に
対
す
る
誇
り
は
よ
り
強
く
な
っ
た
。
ま
た
、
組
合
員
の
方
々
か
ら

も
寄
付
等
の
後
押
し
が
あ
り
、熱
い
思
い
が
多
方
面
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。

　

五
大
地
の
船
団
が
揃
い
人
々
の
安
寧
を
願
い
、
心
ひ
と
つ
に
櫂
伝
馬

踊
り
を
奉
納
す
る
船
上
の
私
た
ち
に
、
観
衆
の
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が

届
い
た
。
こ
の
時
の
高
揚
感
と
達
成
感

は
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
伝
承

し
て
い
く
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
。

　

全
日
本
電
気
工
事
業
工
業
組
合
連
合
会
（
米
沢
寛
会
長
）
は
、
第
1
0
0
回
通
常
総
会

を
6
月
18
日
に
組
織
内
関
係
者
の
み
の
出
席
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
確
保
の
も
と

都
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。
2
0
1
9
年
度
事
業
報
告
、2
0
2
0
年
度
事
業
計
画
案
、

収
支
予
算
案
な
ど
9
議
案
の
審
議
を
行
っ
た
。
全
日
電
工
連
は
『
一
歩
先
を
実
行
す
る
業

界
』
を
指
向
し
、
業
界
の
技
術
向
上
、
組
合
経
営
力
強
化
に
役
に
立
つ
方
策
・
事
業
の
展

開
を
掲
げ
各
種
事
業
を
推
進
し
て
い
く
方
針
だ
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
永
年
勤

続
者
と
オ
ー
ト
リ
ー
ス
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
優
秀
工
組
・

第
三
者
損
害
賠
償
制
度
優
良

工
組
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
代
表
者
に
表
彰
状

が
贈
ら
れ
た
。

　

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
米
沢

会
長
は
、
今
年
11
月
に
開
催

を
予
定
し
て
い
た
第
4
回
電

気
工
事
技
能
競
技
全
国
大
会

に
つ
い
て
、「
技
能
競
技
委

員
会
を
中
心
に
準
備
を
進
め

て
き
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
の
収
束
状
況
が

見
通
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
選

手
・
組
合
員
は
じ
め
関
係
各

位
の
安
全
確
保
・
健
康
を
第

一
に
中
止
す
る
と
い
う
苦
渋

の
決
断
を
し
た
。
再
来
年
の

2
0
2
2
年
に
あ
ら
た
め
て

電
気
工
事
技
能
競
技
全
国
大

会
を
開
催
し
た
い
」
と
述
べ

た
。

　

ま
た
、
電
気
工
事
議
員
連

盟
に
つ
い
て
「
第
一
種
電
気

工
事
士
に
必
要
な
実
務
経
験

年
数
短
縮
な
ど
、
わ
れ
わ
れ

の
要
望
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

進
む
よ
う
に
な
っ
た
。
大
き

な
力
と
な
っ
て
い
る
」
と
期

待
を
寄
せ
た
。

　

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
り
第
一
種
電
気
工
事

士
の
定
期
講
習
の
延
期
が
続

い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

「
電
気
工
事
技
術
講
習
セ
ン

タ
ー
、
日
本
電
気
協
会
と
と

も
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
も
収

益
と
な
る
道
を
検
討
し
て
対

策
を
講
じ
て
い
く
」と
し
て
、

さ
ら
に
「
全
日
電
工
連
と
し

て
、
組
合
員
の
た
め
に
で
き

る
こ
と
を
模
索
し
て
、
手
助

け
に
な
る
施
策
を
具
現
化
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
く
」
と

方
針
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
議
長
に
浅
川
誠

吾
理
事
と
青
博
孝
理
事
の
両

氏
を
選
出
。
各
委
員
会
の
委

員
長
に
よ
る

2
0
1
9
年

度
の
事
業
報

告
と
2 

0 

2 

0
年
度
事
業

計
画
案
の
提

案
説
明
、
役

員
の
一
部
退

任
に
伴
う
補

議
長
を
務
め
た
浅
川
理
事
（
右
）
と
青
理
事

あいさつする米沢会長

一
歩
先
を
実
行
す
る
業
界
へ

全日電工連

第100回

通常総会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
年
部
副
部
長　

田
中 

真
樹

欠
選
任
な
ど
の
議
案
審
議
が

行
わ
れ
、
全
議
案
が
承
認
さ

れ
た
。

　

2
0
2
0
年
度
事
業
計
画

と
し
て
、
新
規
事
業
・
優
先

度
の
高
い
事
業
な
ら
び
に
3

Ｗ
Ｇ
の
答
申
内
容
を
新
興

し
、
さ
ら
な
る
課
題
解
決
に

努
め
、
各
電
工
組
の
財
源
確

保
・
社
会
貢
献
等
模
範
と
な

る
事
業
の
水
平
展
開
に
向
け

た
情
報
収
集
・
広
報
を
行
う
。

正
し
い
市
場
作
り
を
念
頭

に
、
今
後
の
経
営
形
態
・
営

業
形
態
さ
ら
に
は
働
き
方
改

革
に
沿
っ
た
雇
用
環
境
等
を

基
本
的
に
見
直
し
て
い
く
。

　

あ
わ
せ
て
、
①
業
界
づ
く

り
②
人
づ
く
り
③
仕
事
づ
く

り
を
念
頭
に
組
合
事
業
を
展

開
す
る
方
針
だ
。

　

新
規
事
業
と
し
て
は
、

10
k
w
未
満
の
住
宅
用
太
陽

光
発
電
設
備
の
保
守
管
理
の

義
務
化
の
提
案
や
太
陽
光
保

守
点
検
に
関
す
る
知
見
拡
充

研
修
会
の
開
催
を
検
討
し
て

い
く
。

　

ま
た
、
女
性
活
躍
推
進
事

業
の
当
面
の
目
標
で
あ
っ
た

「
全
国
女
性
部
連
絡
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
て
行
く
考
え
だ

（
2
面
〜
4
面
に
通
常
総
会

関
連
事
項
を
掲
載
）。
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事
業
推
進
委
員
会

≪

事
業
項
目≫

（1）
電
気
保
安
確
保
事
業
展
開

に
よ
る
存
在
価
値
の
高
揚

【
電
気
保
安
推
進
】

❶
一
般
住
宅
用
（
10
k
w
未

満
）
の
太
陽
光
発
電
設
備
保

守
点
検
認
定
制
度
の
検
討
、

な
ら
び
に
点
検
体
制
の
整
備

に
向
け
た
法
的
措
置
要
請
に

係
る
論
点
整
理
（
技
術
・
認

証
委
員
会
共
同
事
業
）

【
存
在
価
値
の
高
揚
対
策
】

②
業
法
登
録
業
務
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
要
請
に
向
け
た
論

点
整
理
、
情
報
発
信
・
共
有

化
対
策

（2）
相
互
扶
助
態
勢
の
確
立
な

ら
び
に
組
合
員
満
足
第
一
を

前
提
と
し
た
福
利
厚
生
事
業

の
拡
充
対
策

【
認
定
保
険
制
度
の
充
実
】

❶
全
日
電
工
連
認
定
制
度
の

常
時
検
証
と
充
実
に
向
け
た

対
策

ⅰ
・
第
三
者
損
害
賠
償
制
度

（
Ｗ
型
及
び
対
物
賠
償
金
額

見
直
し
の
推
奨
に
よ
る
更
な

る
加
入
促
進
）

ⅱ
・
業
務
災
害
補
償
制
度
の

加
入
率
ア
ッ
プ
に
向
け
た
改

定
の
検
討
（
従
業
員
コ
ー
ス

シ
ン
プ
ル
化
）

ⅲ
・
新
制
度
導
入
に
伴
う
制

度
設
計
（
取
引
信
用
保
険
制

度
導
入
に
向
け
た
調
査
研

究
）

ⅳ
・
組
合
員
向
け
制
度
説
明

会
の
通
年
開
催
支
援

❷
電
工
組
福
利
厚
生
実
務
担

当
者
向
け
「
福
利
厚
生
エ
キ

ス
パ
ー
ト
」
の
立
ち
上
げ
に

向
け
た
制
度
設
計

【
オ
ー
ト
リ
ー
ス
制
度
促
進
】

③
災
害
時
の
電
源
供
給
の
観

点
に
よ
る
Ｅ
Ｖ
車
・
パ
ワ
ー

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
組
み
合

わ
せ
の
リ
ー
ス
制
度
の
審
議

お
よ
び
導
入
費
用
一
部
補
助

制
度
の
検
討

（3）
組
合
員
事
業
所
経
営
お
よ

び
組
合
経
営
確
立
対
策
（
組

合
員
仕
事
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
構
築
対
策
）

【
組
合
経
営
確
立
支
援
】

❶
各
電
工
組
財
源
確
保
に
向

け
た
新
規
斡
旋
等
事
業
の
調

査
研
究
、
各
種
提
携
業
務
対

策

総
務
・
財
政
委
員
会

≪

事
業
項
目≫

（1）
法
改
正
、
行
政
動
向
、
関

連
団
体
・
関
連
企
業
対
応
へ

の
対
策

【
法
制
度
対
応
】

❶
税
制
改
正
要
望
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
実
施
に
よ
る
関
係

議
員
・
与
党
へ
の
税
制
改
正

要
望
書
提
出

【
賛
助
企
業
と
の
連
携
強
化
】

❷
賛
助
企
業
拡
大
対
策
と
特

別
会
員
企
業
と
の
政
策
検
討

会
等
の
開
催
促
進

（2）
財
政
基
盤
強
化
対
策

【
全
日
電
工
連
お
よ
び
電
工

組
と
の
財
務
的
制
度
面
の
見

直
し
（
組
合
運
営
か
ら
組
合

経
営
へ
）】

①
事
業
別
電
工
組
議
案
書
決

算
報
告
書
か
ら
統
一
的
分
析

に
基
づ
く
収
益
確
保
事
業
事

例
の
水
平
展
開

【
事
業
利
益
黒
字
化
対
策
】

❷
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
体
制
の

課
題
抽
出
と
構
築
に
向
け
た

調
査
研
究
お
よ
び
万
一
に
備

え
た
情
報
提
供
・
会
議
表
決

の
仕
組
み
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
シ
ス
テ
ム
導
入
検
討

（3）
「
一
歩
先
を
実
行
す
る
業

界
を
目
指
し
、
自
ら
行
動
す

る
」
組
織
強
化
対
策

【
人
材
確
保
・
育
成
な
ら
び

に
後
継
者
育
成
】

①
業
界
理
解
促
進
交
流
事
業

に
よ
る
組
合
員
事
業
所
入
職

者
数
調
査
の
仕
組
み
確
立
の

検
討

②
外
国
人
雇
用
に
関
す
る
情

報
収
集
と
対
応
策
の
検
討

【
組
合
員
資
質
向
上
支
援
策
】

❸
女
性
活
躍
推
進
事
業
の
拡

充
な
ら
び
に
電
工
組
女
性
部

設
立
の
支
援
と
「
女
性
部
会

連
絡
協
議
会
」
立
ち
上
げ
準

備【組
織
活
性
化
対
策
】

④
組
織
強
化
W
G
実
施
予
定

の
組
合
員
実
態
調
査
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
活
用
し
た
組
合

員
支
援
対
策

技
術
・
認
証
委
員
会

2020(令和2)年度 新規事業項目

小野寺涼一委員長 藤沢一三担当副会長

植田隆夫委員長 花元英彰担当副会長

吉村保利委員長 沼尻芳治担当副会長

≪

事
業
項
目≫

（1）
電
気
保
安
の
確
保
に
貢
献

す
る
電
気
工
事
技
術
者
育
成

な
ら
び
に
街
の
電
気
ド
ク
タ

ー
の
拡
大
対
策

【
知
見
拡
充
対
策
】

①
I
o
T
・
A
I
・
5
G
時

代
の
ソ
サ
エ
テ
ィ
5
・
0
に

向
け
た
技
術
取
得
研
修
会
対

策❷
一
般
住
宅
用
（
10
k
w
未

満
）
の
太
陽
光
発
電
設
備
保

守
点
検
に
関
す
る
知
見
拡
充

研
修
の
企
画
・
開
催
支
援
お

よ
び
保
守
点
検
員
認
定
制
度

の
検
討
、
な
ら
び
に
点
検
体

制
の
整
備
に
向
け
た
法
的
措

置
要
請
に
係
る
論
点
整
理

（
事
業
推
進
委
員
会
共
同
事

業
）

【
多
様
な
人
材
確
保
・
育
成

策
】

③
業
界
担
い
手
確
保
・
育
成

に
係
る
工
業
高
校
指
導
教
員

へ
の
技
術
支
援
教
材
等
を
活

用
し
た
支
援

（2）
施
工
品
質
確
保
に
よ
る
安

全
・
安
心
の
提
供

【
第
一
種
電
気
工
事
士
定
期

講
習
対
策
】

❶
第
一
種
電
気
工
事
士
定
期

講
習
の
I
T
活
用
シ
ス
テ
ム

の
導
入
・
展
開
お
よ
び
講
習

品
質
等
高
度
化
対
策

【
安
全
作
業
対
策
】

②
事
故
防
止
・
日
常
の
安
全

衛
生
活
動
D
V
D
の
活
用
に

よ
る
研
修
会
企
画
推
進

（3）
業
界
存
在
価
値
の
確
立

【
関
連
団
体
と
の
連
携
】

①
関
連
団
体
・
賛
助
企
業
と

連
携
し
た
ス
ト
ッ
ク
需
要
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
促
進
企
画
の
検
討

・
実
施

②
地
震
対
策
・
減
災
対
策
に

係
わ
る
感
震
装
置
設
置
補
助

金
創
設
に
向
け
た
要
請

技

術

向

上
・

経

営

力

向

上

※
黒
丸
数
字
は
重
点
項
目
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≪

主
た
る
事
業
課
題
の
方

向
性≫

　

2
0
1
4
（
平
成
26
）
年

11
月
の
第
1
回
大
会
は
「
大

会
の
カ
タ
チ
を
作
る
」、

2
0
1
6
（
平
成
28
）
年
11

月
の
第
2
回
大
会
は
「
大
会

の
内
容
の
充
実
」、
2 

0 

1 

8
（
平
成
30
）
年
11
月
の
第

3
回
大
会
は
「
大
会
の
カ
タ

チ
と
内
容
の
充
実
を
再
度
検

証
し
た
大
会
を
目
指
す
」
と

の
考
え
で
開
催
し
、
組
合
員

は
じ
め
関
係
行
政
・
賛
助
企

業
・
関
係
団
体
の
ご
支
援
の

も
と
成
功
裡
に
終
了
し
た
。

　

第
4
回
大
会
は
「
一
般
の

部
」
で
は
各
電
工
組
1
名
の

選
手
選
出
、「
女
性
の
部
」

で
は
選
手
9
名
に
拡
大
し
て

更
な
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

を
行
い
「
電
気
工
事
の
甲
子

園
」
と
し
て
の
大
会
を
目
指

し
、
昨
年
度
よ
り
大
会
成
功

に
向
け
競
技
・
審
査
・
運
営

の
細
部
に
わ
た
り
準
備
を
進

≪

答
申
の
方
向
性≫

　

本
Ｗ
Ｇ
の
答
申
諮
問
項
目

の
う
ち
、
2
0
1
9
年
度
で

は
Ｗ
Ｇ
毎
に
以
下
の
事
項
に

つ
い
て
審
議
に
着
手
し
、
三

役
会
議
に
第
1
次
答
申
を
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
年
度
は
、
第
1
次
答
申

の
深
堀
、組
織
の
将
来
構
想
、

組
織
の
活
性
化
、
組
織
力
の

強
化
に
係
る
答
申
諮
問
事
項

の
審
議
に
着
手
し
、
第
2
次

答
申
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

く
。

◆
第
1
次
答
申
項
目

未
来
構
想
Ｗ
Ｇ

（1）
全
国
組
合
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築

　

内
部
強
化
策
と
し
て
、
新

規
組
合
員
の
加
入
促
進
に
結

び
つ
け
る
「
組
合
員
企
業
特

性
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
」

に
よ
る
多
様
な
組
合
員
サ
ー

ビ
ス
の
環
境
整
備
に
向
け
た

施
策

（2）
対
外
関
係
強
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
発
足

　

対
外
関
係
強
化
策
と
し

て
、
関
連
行
政
・
電
力
・
団

体
な
ど
の
対
外
的
な
関
係
性

の
強
化
に
向
け
、
10
年
後
に

組
合
を
担
う
人
材
の
対
外
関

係
能
力
の
向
上
策
を
図
る
施

策

組
織
強
化
Ｗ
Ｇ

（1）
広
報
委
員
会
常
設
設
置
に

よ
る
業
界
認
知
度
向
上
と
組

合
員
増
強
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ

　

広
報
事
業
を
主
体
に
「
対

外
へ
の
情
報
発
信
強
化
」、

「
組
合
員
へ
の
事
業
予
告
」、

「
未
加
入
者
へ
の
入
会
案

内
」、「
組
合
員
加
入
促
進
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
」
等
を
目
的

と
し
た
事
業
を
実
施

（2）
組
合
員
実
態
調
査
に
よ
る

実
態
に
則
し
た
実
効
性
の
あ

る
組
合
員
支
援
・
事
業
の
展

開
（
組
合
員
台
帳
の
整
備
）

○
組
合
員
企
業
の
実
態
を
把

握
し
組
織
運
営
・
強
化
、
全

2020(令和2)年度 主たる事業の方向性

組

合

員

の

役

に

立

つ

連

合

会

日
事
業
施
策
の
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

○
組
合
員
企
業
の
「
基
礎
的

デ
ー
タ
」
と
「
意
識
デ
ー
タ
」

の
把
握
に
向
け
た
実
態
調
査

を
全
国
大
で
実
施

財
政
強
化
Ｗ
Ｇ

（1）
組
合
活
動
財
源
の
モ
デ
ル

事
業
の
水
平
展
開

　

各
電
工
組
収
益
事
業
の
創

出
に
資
す
る
情
報
提
供
と
し

て
、
電
工
組
事
業
別
決
算
書

お
よ
び
電
工
組
優
良
事
業
の

分
析
に
基
づ
く
モ
デ
ル
事
例

と
し
て
取
り
纏
め

（2）
組
合
（
支
部
）
財
源
確
保

の
た
め
の
組
合
経
営
体
制
の

構
築

　

安
定
的
な
財
政
運
営
を
実

現
す
る
た
め
の
効
果
的
・
効

率
的
な
組
織
体
制
（
事
務
局

機
能
含
む
）
の
構
築
、
電
工

組
と
協
同
組
合
の
関
係
性
と

課
題
解
決
の
方
向
性
を
提
言

（3）
情
報
精
査
機
能
の
強
化

　

業
界
に
合
致
し
た
情
報
精

査
と
組
合
員
へ
の
提
供
事
業

の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の

業
界
独
自
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク

的
組
織
の
創
設
を
提
言

◆
第
2
次
答
申
項
目

未
来
構
想
Ｗ
Ｇ

嶋野貞雄委員長 小林功担当副会長

安田耕一議長

技
能
競
技
委
員
会

め
て
き
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
の
収
束
状
況

が
見
通
せ
な
い
こ
と
か
ら
、

選
手
、
ご
来
場
い
た
だ
く
組

合
員
・
青
年
部
員
・
関
係
各

所
の
皆
様
の
健
康
を
最
優
先

に
本
年
の
開
催
を
中
止
と

し
、
2
0
2
2
年
度
中
の
適

切
な
時
期
で
開
催
す
る
こ
と

で
各
種
調
整
を
し
て
い
く
。

　

2
0
2
2
年
度
開
催
に
向

け
て
、
開
催
会
場
と
の
新
し

い
開
催
日
程
に
お
け
る
使
用

調
整
、
運
営
計
画
の
調
整
、

関
係
省
庁
・
団
体
、
賛
助
企

業
等
と
緊
密
に
連
携
し
、
大

会
開
催
に
向
け
て
推
し
進
め

て
い
く
。

2
0
2
0
（
令
和
2
）
年
度

以
降
の
事
業
項
目

（1）
第
4
回
大
会
（
2
0
2
2

（
令
和
4
）
年
開
催
）
成
功

に
向
け
た
対
策

【
競
技
・
審
査
・
運
営
全
般

に
係
る
審
議
】

① 

ⅰ
・
競
技
関
係
全
般
対
策

○
競
技
種
別
毎
の
競
技
・

学
科
課
題
内
容
の
決
定

　

 

ⅱ
・
審
査
関
係
事
項
対
策

○
審
査
基
準
の
検
討
、
そ

の
他
関
係
事
項
審
議

　

 

ⅲ
・
大
会
運
営
全
般
対
策

○
大
会
式
典
内
容
・
会
場

使
用
計
画
審
議
・
I
T
活

用
効
率
化
対
策
・
審
査
時

間
有
効
活
用
対
策
・
外
部

Ｐ
Ｒ
発
信
対
策
・
電
気
関

係
学
校
等
動
員
対
策

【
電
気
工
事
技
術
者
資
質
向

上
対
策
】

② 

ⅰ
・
関
連
企
業
と
の
連
携

に
お
け
る
時
代
の
ト
レ
ン

ド
を
取
り
入
れ
た
競
技
課

題

　

 

ⅱ
・
相
互
啓
発
に
資
す
る

課
題
お
よ
び
技
能

　

 

ⅲ
・
施
工
技
能
の
伝
承
に

係
る
イ
ベ
ン
ト
計
画

　

 

ⅳ
・
全
日
電
工
連
が
取
り

組
ん
で
き
た
事
業
を
再
認

識
で
き
る
学
科
課
題

　

 

ⅴ
・
担
い
手
確
保
・
育
成

を
重
点
と
し
た
業
界
理
解

促
進
交
流
事
業
で
の
業
界

Ｐ
Ｒ
（
総
務
・
財
政
委
員

会
連
携
）

　

 

ⅵ
・
高
校
生
等
の
入
職
予

備
軍
の
動
員
対
策

　

 

ⅶ
・
技
能
競
技
を
通
じ
た

若
年
者
入
職
促
進
対
策

　

 

ⅷ
・「
高
校
生
の
部
」
出

場
選
手
へ
の
技
術
支
援
対

策
【
存
在
価
値
の
高
揚
と
輪
の

拡
大
対
策
】

③ 

ⅰ
・
次
代
を
担
う
電
気
系

教
育
・
訓
練
機
関
等
へ
の

大
会
出
場
・
見
学
要
請
対

策

　

 

ⅱ
・
教
育
・
訓
練
機
関
と

の
連
携
対
策

　

 

ⅲ
・
行
政
・
関
連
団
体
・

企
業
・
協
賛
会
社
等
へ
の

協
力
要
請
対
策

総
合
政
策
会
議　

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

①
組
合
員
支
援
、
組
織
・
業

界
の
将
来
に
関
す
る
第
一
次

答
申
内
容
の
深
堀
お
よ
び
追

加
答
申組

織
強
化
Ｗ
Ｇ

①
組
合
員
企
業
「
基
礎
的
デ

ー
タ
」「
意
識
的
デ
ー
タ
」

の
実
態
把
握
の
た
め
の
組
合

員
実
態
調
査
の
実
施

②
ひ
と
り
親
方
支
援
対
策
の

答
申

③
事
業
承
継
選
択
肢
の
提
案

財
政
強
化
Ｗ
Ｇ

①
組
合
加
入
・
退
会
に
係
る

財
政
的
観
点
か
ら
の
調
査
研

究
と
対
策
検
討
・
答
申

②
賦
課
金
の
調
査
研
究

③
電
工
組
と
協
同
組
合
の
関

係
に
つ
い
て
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第 4 9 回  会長表彰（役員） （敬称略）

工組名 氏　名 工組名 氏　名 工組名 氏　名 工組名 氏　名

青 森 島谷　昭一 埼 玉 中島　宏明 大 阪 西村　滋二 福 岡 浅井　直人

秋 田 西村　政幸 愛 知 一星　髙義 広 島 髙野憲一郎 福 岡 重松　和馬

山 形 荒木　宏和 長 野 久保田和彦 鳥 取 北尾　芳明 長 崎 坂本　康則

福 島 広沢　成夫 三 重 岡　　正人 島 根 安達　　昌 大 分 渡邉　利明

石 川 由雄　一彦 岐 阜 岡安　浩一 山 口 和田　康孝 宮 崎 西　　　力

茨 城 浅野　和郎 京 都 桂　　章次 愛 媛 矢野　丈一 熊 本 永野　廣勝

栃 木 吉成　孝夫 京 都 一瀬康一郎 徳 島 幸田　和雄

群 馬 加藤　髙志 奈 良 水野　清治 高 知 中井　正純

第 4 9 回  会長表彰（職員） （敬称略）

工組名 氏　名 工組名 氏　名 工組名 氏　名 工組名 氏　名

北海道 西田　清一 埼 玉 新井　浩二 兵 庫 仲野ひとみ 福 岡 藤原あづさ

北海道 鈴木　亨宗 埼 玉 岡田　良江 兵 庫 山本多美子 大 分 原　　光子

岩 手 高橋　正美 東 京 鹿野　　充 岡 山 難波　園枝 宮 崎 木下留美子

秋 田 佐藤　　崇 東 京 古川　信子 広 島 足立　孝一 熊 本 末松　清美

山 形 金村　正巳 神奈川 山下恵美江 島 根 萩原　朱美 鹿児島 緒方　久美

新 潟 植木　文安 神奈川 沼　かすみ 山 口 安野　由紀 沖 縄 平良　修一

富 山 喜多村健一 愛 知 末武　重雄 香 川 佐藤　　巧 全 日 井上　天晴

石 川 山本　忠英 滋 賀 髙木　恵壱 高 知 永野　智子

栃 木 神山　智子 和歌山 下代　潤子 九 州 多々良昇司

群 馬 樋澤　松江 兵 庫 新見　英子 福 岡 清水　厚子

　

全
日
電
工
連
第
1
0
0

回
通
常
総
会
の
議
案
審
議

に
先
立
っ
て
第
49
回
永
年

勤
続
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、

役
員
の
部
は
髙
野
憲
一
郎

氏
（
広
島
）
に
、
職
員
の

部
は
井
上
天
晴
氏
（
全
日

電
工
連
事
務
局
）
に
米
沢

会
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡

さ
れ
た
。

　

今
回
表
彰
さ
れ
た
の

は
、
役
員
30
名
、
職
員
37

名
で
、
受
賞
者
氏
名
は
下

表
の
と
お
り（
敬
称
略
）。

　

全
日
電
工
連
の
第
三
者
損
害
賠
償
制
度
に
お

け
る
優
良
組
合
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　

事
故
撲
滅
、
加
入
促
進
の
両
面
に
わ
た
り
優

秀
な
実
績
を
上
げ
た
11
工
組
が
表
彰
さ
れ
た
。

【表彰された優良工組】
鳥取県電気工事業工業組合（小林秀良理事長）
岩手県電気工事業工業組合（平野喜嗣理事長）
鹿児島県電気工事業工業組合（寺田実三理事長）

長崎県電気工事業工業組合（小畑和男理事長）
佐賀県電気工事業工業組合（古賀正信理事長）
高知県電気工事業工業組合（吉村保利理事長）
栃木県電気工事業工業組合（吉成孝夫理事長）

滋賀県電気工事工業組合（鹿野敏夫理事長）
新潟県電気工事工業組合（小林功理事長）
長野県電気工事業工業組合（藤沢一三理事長）
埼玉県電気工事工業組合（沼尻芳治理事長）

○第 1 1 回  オートリース促進キャンペーン各部門順位

≪ポイントの部≫
≪組合員成約台数指数の部≫ ≪新規組合員数の部≫ ≪特選車の部≫

（1）年間の部 （2）キャンペーン期間の部

1 位 山形県電気工事工業組合 1 位 山形県電気工事工業組合 1 位 山形県電気工事工業組合 1 位 東京都電気工事工業組合 1 位 神奈川県電気工事工業組合

2 位 山口県電気工事工業組合 2 位 和歌山県電気工事工業組合 2 位 山口県電気工事工業組合 1 位 大阪府電気工事工業組合 2 位 山形県電気工事工業組合

3 位 和歌山県電気工事工業組合 3 位 石川県電気工事工業組合 3 位 和歌山県電気工事工業組合 2 位 埼玉県電気工事工業組合

2 位 和歌山県電気工事工業組合

　令和2年1月から4月まで実施されたオートリース促進キャンペーン
の成績優秀工組の表彰が行われた。
　同事業を担当する沼尻芳治副会長から、第1位の工組を代表して年
間ポイントの部とキャンペーン期間ポイントの部をダブル受賞した山
形県電工組の會津圭一郎理事長に報奨金目録と表彰盾が授与された。
　表彰部門は以下の通り（ 【 】内は第一位の工組）。
①ポイントの部・年間の部【山形】
②ポイントの部・キャンペーン期間の部【山形】
③組合員成約台数指数の部【山形】
④新規組合員数の部【東京・大阪】
⑤特選車の部【神奈川】

第
49
回

永
年
勤
続
表
彰

第
三
者
損
害
賠
償
制
度

優
良
組
合
表
彰

オートリース
促進キャンペーン表彰

役員30名、職員37名を表彰役員30名、職員37名を表彰

1111
工
組
に
目
録
贈
呈

工
組
に
目
録
贈
呈

代表者に目録と盾を贈呈代表者に目録と盾を贈呈

職
員
の
部

役
員
の
部

井上氏 髙野氏

左から沼尻理事長、藤沢理事長、小林(功)理事長、吉成理事長、吉村理事長、小畑理事長、寺田理事長、平野理事長、小林(秀)理事長

受賞者代表の會津理事長

　

全
日
電
工
連
の
理

事
に
金
丸
正
幸
氏

（
山
梨
県
電
工
組
）

が
就
任
し
た
。
金
丸

理
事
は
、
3
月
に
逝

去
さ
れ
た
小
谷
野
一

彦
理
事
の
後
任
。
任

期
は
2 
0 
2 
1
年
に

開
催
さ
れ
る
通
常
総

会
終
了
ま
で
。

理

事

に

就

任

金

丸

正

幸

氏
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　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点により、定期講習が
中止・延期となる可能性がございます。
　中止・延期が決定した場合は（一財）電気工事技術講習セン
ターのホームページに掲載致します。

2020年 8 月～2020年11月
所属工組の講習を受講しよう！

第 一 種 電 気 工 事 士 定 期 講 習     
―――――　( 指 定 講 習 機 関 第 1 号 ）　―――――

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

札幌 8月 5日 水 103004 北海道電気会館 6 階
北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420

東
北 新潟

8月26日 水 117002
燕三条地場産業振興センター
メッセピア 5 階 総合研修室

新潟県電気工事工業組合
℡025-229-1587

8 月28日 金 117005
新潟県建設会館
5階 大会議室

関
東

栃木 8月 7日 金 122001 護国会館
栃木県電気工事業工業組合
℡028-622-1931

千葉 8月18日 火 125007 千葉県電工会館 3 階 講習室
千葉県電気工事工業組合
℡043-224-6086

東京

8月25日 火 126011 全国家電会館 5 階
東京都電気工事工業組合
℡03-3542-73018 月28日 金 126012

府中の森芸術劇場
2階 平成の間

神奈川

8月19日 水 127009

神奈川県電気工事会館 3 階
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-4671

8 月20日 木 127013

近
畿 兵庫

8月 5日 水 154004 姫路商工会議所
5階 501ホール

兵庫県電気工事工業組合
℡078-671-3903

8 月21日 金 154008

8 月27日 木 154005
兵庫県電気工事技術会館
5階 大講堂

九
州 熊本

8月 7日 金 184002
熊本県青年会館 2 階

熊本県電気工事業工業組合
℡096-382-21718 月21日 金 184003

2020年8月

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

東
北

福島

9月 2日 水 116003
ビッグパレットふくしま
3階 中会議室B

福島県電気工事工業組合
℡024-535-0477

9 月15日 火 116004 いわき新舞子ハイツ
福島県電気工事工業組合
℡024-535-0477

新潟 9月28日 月 117003
新潟ユニゾンプラザ
4階 大研修室

新潟県電気工事工業組合
℡025-229-1587

関
東

群馬 9月 3日 木 123001 前橋問屋センター会館 2 階
群馬県電気工事工業組合
℡027-251-5016

神奈川 9 月25日 金 127010 神奈川県電気工事会館 3 階
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-4671

中
部 愛知 9月 6日 日 134005

名古屋国際会議場
431・432

愛知県電気工事業工業組合
℡052-971-7151

北
陸 富山 9月16日 水 141001

富山県市町村会館
2階 ホール

富山県電気工事工業組合
℡076-471-7551

四
国 徳島 9月17日 木 171001

徳島県JA会館
（別館 2 階 大ホール）

徳島県電気工事業工業組合
℡088-622-7377

九
州 佐賀 9月25日 金 182002

佐賀市文化会館
1階 イベントホール

佐賀県電気工事業工業組合
℡0952-31-2030

2020年9月

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

東
北 新潟 10月 5 日 月 117004 

燕三条地場産業振興センター
メッセピア 5 階 総合研修室

新潟県電気工事工業組合
℡025-229-1587

関
東

茨城 10月15日 木 121004 
ザ・ヒロサワシティ会館
（茨城県立文化センター
分館 集会室10号）

茨城県電気工事業工業組合
℡029-252-3133

東京 10月20日 火 126013 全国家電会館 5 階
東京都電気工事工業組合
℡03-3542-7301

中
部 愛知 10月 2 日 金 134006 

名古屋国際会議場
431・432

愛知県電気工事業工業組合
℡052-971-7151

近
畿

京都 10月19日 月 152002 
京都テルサ東館
2階 セミナー室

京都府電気工事工業組合
℡075-672-4311

大阪
10月 8 日 木 153007 

大阪府電気工事技術会館
大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-614710月13日 火 153008 

中
国 岡山 10月15日 木 163003 岡山商工会議所 1 階 会議室

岡山県電気工事工業組合
℡086-261-0900

九
州
・
沖
縄

宮崎 10月27日 火 186002 
JA AZMホール
本館 2 階 大研修室

宮崎県電気工事業工業組合
℡0985-24-7388

沖縄 10月21日 水 191003 
沖縄産業支援センター
1階 大ホール

沖縄県電気工事業工業組合
℡098-855-5230

2020年10月

指定講習機関第1号　一般財団法人電気工事技術講習センター

（以下、講習センター）に登録していただいた方には、受講期限

を超えないように、みなさまの受講期限に「講習のご案内」をい

たします。講習センターからの「講習のご案内」により受講いた

だきますようお願いいたします。

組
合
員
の
み
な
さ
ま
へ

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

関
東

千葉
11月10日 火 125008 

千葉県電工会館 3 階 講習室
千葉県電気工事工業組合
℡043-224-608611月15日 日 125009 

神奈川 11月17日 火 127011 神奈川県電気工事会館 3 階
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-4671

近
畿 兵庫 11月18日 水 154006 兵庫県電気工事技術会館

兵庫県電気工事工業組合
℡078-671-3903

四
国 愛媛

11月 5 日 木 173002 リジェール松山
愛媛県電気工事工業組合
℡089-931-3011

11月12日 木 173003 
西条市総合文化会館
1階 小ホール

九
州
・
沖
縄

長崎 11月27日 金 183002 アルカスSASEBO
長崎県電気工事業工業組合
℡095-862-1975

大分 11月20日 金 185002 
大分県教育会館
1階 多目的ホール

大分県電気工事業工業組合
℡097-568-2146

宮崎 11月12日 木 186001 
延岡市職業訓練支援センター
301大研修室

宮崎県電気工事業工業組合
℡0985-24-7388

沖縄 11月18日 水 191004 
沖縄産業支援センター
1階 大ホール

沖縄県電気工事業工業組合
℡098-855-5230

2020年11月
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業界の社会的地位向上と経済的利益の増進をはかる

全日電工連政治連盟
素早い対応と行動する組織を目指す！！

105-0014 2-9-11 1F
TEL…03 5232 5867 FAX…03 5442 2758

㈱ ア イ チ コ ー ポ レ ー シ ョ ン
ア イ ト ス ㈱
ア イ ホ ン ㈱
ア サ ダ ㈱
因 幡 電 機 産 業 ㈱
㈱ 遠 藤 照 明
㈱ カ ワ グ チ
河 村 電 器 産 業 ㈱
共 立 電 気 計 器 ㈱
㈱ シ ー エ ス エ ー
㈱ シ ス テ ム ズ ナ カ シ マ
㈱ ダ イ テ ッ ク
大 光 電 機 ㈱
タ キ ゲ ン 製 造 ㈱
Ｄ Ｘ ア ン テ ナ ㈱

テ ン パ ー ル 工 業 ㈱
東 芝 ラ イ テ ッ ク ㈱
㈱ 戸 上 電 機 製 作 所
内 外 電 機 ㈱
㈱ 西 田 製 作 所
ニ チ コ ン ㈱
㈱ ニ チ フ
日 東 工 業 ㈱
日 本 電 機 産 業 ㈱
ネ グ ロ ス 電 工 ㈱
パナソニック㈱ライフソリューションズ社
日 置 電 機 ㈱
㈱ ホ タ ル ク ス
マ サ ル 工 業 ㈱
マ ス プ ロ 電 工 ㈱

三 菱 電 機 ㈱

ミ ツ ワ 電 機 ㈱

ワ ゴ ジ ャ パ ン ㈱

㈱ ア サ ヒ プ リ ン テ ィ ン グ

全日本電設資材卸業協同組合連合会

（一社）全国設備業ＩＴ推進会

オ リ ッ ク ス 自 動 車 ㈱

㈱ り そ な 銀 行

損 害 保 険 ジ ャ パ ン ㈱

住 友 生 命 保 険　(相)

大 樹 生 命 保 険 ㈱

㈱ 葉 山 総 合 研 究 所

㈱ 全 日 出 版 社

㈱ 全 日 電 工 連 総 合 サ ー ビ ス

全 日 電 工 連 協 賛 会 社

優良製品・商品をご使用下さい！
「マサル製品」なら
　まとめて揃います！

GIGAスクール

断面の幅と高さが同じ 3種類の
配線カバーをご用意

メタルモールA型メタルエフモール
A型

GIGAスクール用
モールA型 （一種金属製線ぴ）

Cat6Aケーブル許容曲げ半径をクリアする
付属品もご用意

金属＋樹脂　樹　　脂　 金　　属

詳細はこちら→

協賛会社商品紹介§ § § §
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埼
玉
県
電
工
組

　

埼
玉
県
電
気
工
事
工
業
組

合（
沼
尻
芳
治
理
事
長
）は
、

5
月
12
日
に
埼
玉
県
と
「
住

宅
用
太
陽
光
発
電
サ
ポ
ー
ト

事
業
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
住
宅
用
太

陽
光
発
電
設
備
や
蓄
電
池
の

導
入
、
点
検
・
維
持
管
理
や

撤
去
、
災
害
等
に
よ
り
破
損

し
た
設
備
の
取
り
扱
い
等
に

関
す
る
県
民
か
ら
の
相
談

や
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
廃
棄

・
リ
サ
イ
ク
ル
の
検
討
な
ど

に
、
県
と
連
携
し
て
組
合
が

対
応
す
る
こ
と
を
定
め
て
い

る
。

　

5
月
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

締
結
式
が
実
施
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
緊
急
事
態
宣
言
解

除
後
の
6
月
10
日
、
沼
尻
理

事
長
、
加
藤
宗
一
、
藤
田
征

◇提携の医薬品卸業者

　白石薬品　株式会社

◇斡旋商品

　1） 現場作業車用備付救急箱セット（全14品目）
 全日電工連用特別セットとして商品を選定
 現場でいざという時に必要13点の商品と、救急箱（1点）のセットになります。
 ※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、従来の商品が一部手配できないものが発生して

おります。
  　詳細は申込書にて確認をお願いします（マスクについては欠品となっております）。
　2） 事業所用など
 パンフレットに記載の全111品目より自由に選定。

◇組合員注文期限　2020（R2）年8月5日（水）までに、工組又は支部宛に提出

   　　 ※お問合せ・お申し込みは所属工組まで

◇納　品　日　　　2020（R2）年9月上旬頃までに、注文書記載の送付先に発送

　福利厚生制度の一環として、建築現場や組合
員事業所等での万一の備え、安心感を持って業
務に従事していただくことを目的に、今年度も
年2回の注文受付、医薬品斡旋販売を開始致し
ます。
（冬季向けの注文受付：11月中旬目途でのご案
内予定）

2020年度　夏季「医薬品斡旋販売」

～労働安全衛生規則第633条対応～～労働安全衛生規則第633条対応～

現場作業車用備付救急箱セット

道免清豪氏逝去

宮城県電工組　理事長
　

道
免
清
豪
氏
（
宮
城
県
電
気
工
事
工
業
組

合
理
事
長
）
が
、
6
月
15
日
に
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
享
年
71
歳
。

　

お
別
れ
の
会
は
、
6
月
27
日
に
仙
台
市
の

仙
台
迎
賓
館　

斎
苑
に
て
し

め
や
か
に
執

り
行
わ
れ
ま

し
た
。

埼

玉

県

知

事

を

表

敬

訪

問

紙

上

展

示

会

を

開

催

紙

上

展

示

会

を

開

催

富
山
県
電
工
組

　

富
山
県
電
気
工
事
工
業
組

合
（
渋
谷
武
理
事
長
）
の
富

山
支
部（
藤
田
淳
一
支
部
長
）

は
、
初
の
試
み
と
な
る
「
紙

上
展
示
会
」
を
開
催
し
た
。

　

同
支
部
は
、
毎
年
春
と
秋

に
メ
ー
カ
ー
・
代
理
店
に
よ

る
組
合
員
企
業
向
け
の
電
材

富

山

支

部

や
工
具
な
ど
の
即
売
会
を
実

施
し
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観

点
か
ら
今
回
は
開
催
中
止
を

決
定
。
一
方
で
、「
即
売
会

の
代
わ
り
に
何
か
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
」
と
の
考
え
か

ら
紙
上
展
示
会
を
実
施
し
た
。

　

展
示
会
は
、
組
合
員
企
業

に
商
品
チ
ラ
シ
を
送
付
し

て
、
同
支
部
で
注
文
を
取
り

ま
と
め
る
形
式
。
電
線
や
資

材
・
工
具
、
マ
ス
ク
、
空
調

服
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
な
ど
の

作
業
用
品
を
幅
広
く
取
り
そ

ろ
え
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
購
入
金
額

左から沼尻理事長、大野知事、田村県議会議長

県

と

太

陽

光

発

電

サ

ポ

ー

ト

事

業

に

県

と

太

陽

光

発

電

サ

ポ

ー

ト

事

業

に

関

す

る

協

定

を

締

結

関

す

る

協

定

を

締

結夫
、
値
賀
信
彦
副
理
事
長
、

佐
藤
隆
行
常
務
理
事
の
5
名

で
大
野
元
裕
知
事
、
田
村
琢

実
県
議
会
議
長
を
表
敬
訪
問

し
た
。

　

沼
尻
理
事
長
は
「
わ
れ
わ

れ
の
業
界
は
、
電
気
の
安
全

確
保
と
い
う
使
命
を
負
っ
て

い
る
。
こ
の
協
定
締
結
を
機

に
、
太
陽
光
設
備
を
含
め
た

安
心
な
電
気
の
供
給
に
組
合

員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み

た
い
」
と
述
べ
た
。

5
万
円
（
税

別
）に
1
枚
、

地
元
ホ
テ
ル

で
利
用
で
き

る
食
事
券
千

円
分
を
提

供
。
富
山
市

内
の
ホ
テ
ル

や
レ
ス
ト
ラ

ン
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に

よ
り
休
業
や

自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
地
域
支
援
も
行

っ
た
。

お知らせのチラシを手にする藤田支部長

紙上展示会のお知らせ

現場作業車用備付救急箱セット
No. 品　　名 容　量 リスク分類 メーカー
1 バファリンＡ 8錠 第②類医薬品 ライオン
2 オロナインＨ軟膏 20ｇ 第2類医薬品 大塚製薬
3 新マミオス胃腸薬 15包 第2類医薬品 第一三共
4 葛根湯エキス顆粒ＤＳ 12包 第2類医薬品 白石薬品
5 マキロンＳ 40mL 第3類医薬品 第一三共
6 ムヒＳ 6ｇ 第3類医薬品 池田模範堂
7 新カットバンＡ 3サイズ 32枚 第3類医薬品 祐徳薬品工業
8 サロンパスＡｅ 20枚 第3類医薬品 久光製薬
9 医療脱脂綿 平 25ｇ 一般医療機器 川本産業

10 傷あてパッド＜ウレタン素材＞
Ｌサイズ 5枚 一般医療機器 共立薬品工業

11 オレンジケアくっつく包帯
5㎝×4ｍ 1個 － 大木オレンジケア

12 器具3点プラスＭ カラーステン － 森繁
13 三角巾　Ｌサイズ 1枚 － 川本産業
14 救急箱Ｓ F－2485 － 不動技研
＊従来セット品であるマスクについては、新型コロナウイルス感染拡大に伴い欠品となります。

セット価格
4,000 円
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詳
細
は
、
実
施
事
業
抄
録

第
4
回
優
良
事
業
工
組
表
彰
の
32
頁
に
掲
載

　

独
立
行
政
法
人
雇
用
・

能
力
開
発
機
構
で
実
施
さ

れ
る
実
践
型
人
材
養
成
シ

ス
テ
ム
（
厚
生
労
働
省
の

助
成
事
業
）
を
活
用
し
て

集
合
教
育
が
出
来
な
い

か
、
島
根
県
立
東
部
高
等

技
術
校
お
よ
び
独
立
行
政

法
人
雇
用
・
能
力
開
発
機

構
島
根
セ
ン
タ
ー
、
出
雲

商
工
会
議
所
の
ジ
ョ
ブ
カ

ー
ド
セ
ン
タ
ー
と
協
議
を

行
い
、
平
成
22
年
4
月
の

新
入
職
員
か
ら
教
育
を
実

施
し
て
い
る
。

　

こ
の
教
育
は
、
集
合
教

育
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
：
6
8
0
時

間
）
と
各
社
で
実
施
す
る

教
育
（
Ｏ
Ｆ
Ｆ

－

Ｊ
Ｔ
：

3
2
6
時
間
）で
構
成
し
、

教
育
時
間
に
応
じ
た
助
成

金
が
参
加
企
業
に
支
給
さ

れ
る
。

　

集
合
教
育
は
、
島
根
県

立
東
部
高
等
技
術
校
で
電

気
関
係
の
講
義
や
マ
ナ
ー

シ
リ
ー
ズ
・
優
良
事
業
工
組

島
根
県
電
気
工
事
工
業
組
合

島
根
県
電
気
工
事
工
業
組
合

組
合
員
各
社
の
新
入
社
員
の
集
合
教
育
実
施
に
つ
い
て

性
が
あ
る
教
育
機
関
と
電

気
工
事
に
精
通
し
た
組
合

員
企
業
が
連
携
し
て
教
育

を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
レ

ベ
ル
の
高
い
教
育
が
出
来

て
い
る
。

成
果
・
効
果

　

近
年
、
少
子
化
や
県
内

就
職
希
望
者
の
減
少
か
ら

求
人
倍
率
が
高
く
な
り
、

人
材
確
保
が
難
し
い
状
況

に
あ
る
。

　

企
業
存
続
の
た
め
に
は

今
後
も
新
入
社
員
の
確
保

お
よ
び
教
育
は
必
須
事
項

で
あ
り
、
本
取
組
み
は
継

続
し
て
実
施
す
る
。

　

卒
業
生
を
就
職
さ
せ
る

学
校
側
か
ら
も
、
電
気
工

事
業
界
と
し
て
教
育
を
充

実
さ
せ
て
い
る
点
に
つ
い

て
理
解
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
将
来
の
電
気
業
界
へ

の
就
職
者
増
加
も
期
待
し

た
い
。

教
育
等
を
実
施
し
、

技
能
面
の
教
育
は
、

独
立
行
政
法
人
雇
用

・
能
力
開
発
機
構
島

根
セ
ン
タ
ー
（
現
：

島
根
職
業
能
力
開
発

促
進
セ
ン
タ
ー
）
お

よ
び
組
合
員
企
業
か

ら
の
講
師
派
遣
で
対

応
し
て
い
る
。

　

以
上
2
つ
の
専
門

全九州電気工事業協会青年部協議会 活動報告活動報告

全

九

州

青

年

部

の

更

な

る

成

長

を

は

か

る

全

九

州

青

年

部

の

更

な

る

成

長

を

は

か

る

　

全
九
州
電
気
工
事
業
協
会
青
年
部
協
議
会
で

は
、
役
員
会
開
催
時
に
各
県
青
年
部
会
長
と
共

に
研
修
会
や
意
見
交
換
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

全
九
州
の
役
員
の
成
長
、
さ
ら
に
は
各
県
に

持
ち
帰
り
同
内
容
の
研
修
会
や
意
見
交
換
会
を

し
て
も
ら
う
こ
と
で
全
九
州
の
青
年
部
の
成
長

に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
活
動
が

で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
昨
年
実
施
し
た
全
九
州

で
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

B C P 研修会の様子
業
協
同
組
合
に

持
ち
掛
け
た
と

こ
ろ
快
く
承
諾

し
て
頂
き
ま
し

た
。

　

約
30
名
に
参

加
し
て
頂
き
、

「
新
規
入
職
者

に
対
す
る
育
成

・
離
職
防
止
な

ど
の
対
策
に
つ

い
て
」
と
「
新

た
な
連
携
先
等

の
検
討
」
の
二

つ
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で

お
互
い
の
こ
と
を
知
っ
て
い

る
つ
も
り
が
知
ら
な
い
こ
と

が
多
く
、
よ
り
密
に
情
報
交

換
を
し
て
連
携
し
て
い
け
ば

よ
り
効
率
的
に
仕
事
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
や
、
各

社
の
教
育
方
法
な
ど
両
組
合

に
も
有
効
な
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。
今
後
も
意
見
交
換
を

重
ね
る
こ
と
で
業
界
の
発
展

に
つ
な
が
る
の
で
継
続
し
て

開
催
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
福
岡
県
工
組

青
年
部
が
県
内
で
同
内
容
の

意
見
交
換
を
行
い
、
全
日
電

工
連
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
、
そ
し

て
各
県
へ
事
業
展
開
を
は
か

る
こ
と
が
で
き
、
嬉
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
全
九
州
の
青
年
部

員
の
た
め
に
様
々
な
活
動
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

九州工販若手意見交換会

B
C
P
研
修
会

　

一
つ
目
は
昨
年
8
月
7
日

（
水
）
に
開
催
し
た
「
B
C
P

（
事
業
継
続
計
画
）
に
つ
い

て
」
で
す
。

　

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険

㈱
の
方
を
講
師
に
お
招
き

し
、
各
チ
ー
ム
が
社
長
役
、

総
務
部
長
役
、
そ
の
他
社
員

等
に
な
り
き
っ
て
地
震
が
起

き
て
災
害
に
あ
っ
た
場
合
に

ど
う
動
く
か
を
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
な
が
ら
の
体
験
講

習
会
で
し
た
。

　

各
企
業
の
責
任
者
と
し
て

自
然
災
害
な
ど
の
緊
急
事
態

に
遭
遇
し
た
場
合
、
事
業
の

損
害
を
最
小
限
に
し
つ
つ
、

い
か
に
事
業
の
継
続
あ
る
い

は
早
期
復
旧
を
可
能
と
す
る

た
め
に
、
平
時
に
行
う
べ
き

活
動
や
緊
急
時
に
と
る
べ
き

手
段
等
を
取
り
決
め
し
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。

工
販
意
見
交
換
会

　

二
つ
目
は
昨
年
11
月
26
日

（
火
）
に
開
催
し
た
「
九
州

工
販
若
手
意
見
交
換
会
」
に

つ
い
て
で
す
。

　

全
日
電
工
連
で
開
催
し
た

事
業
を
九
州
で
も
や
り
た
い

と
思
い
、
九
州
電
設
資
材
卸


